
（別記様式第１２号）（第３の８関係） 

（松本地域） 

令和３年度 地域発 元気づくり支援金事業総括書 

 

 

事 業 内 容  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

露地栽培では栽培期間が限られており、冬季間の農産

物生産が課題とされていることから、令和元年度よりビ

ニールハウスの設置及び村内集落営農組織や地元有志団

体への貸し付けを行ない、一年を通して栽培及び出荷が

できる体制を整えるとともに、住民主体のイベント開催、

認知度向上に向けた広告宣伝等を実施してきた。令和３

年度も引き続き、栽培講習会や土壌診断結果報告会の定

期的な開催により農業に関する知識の向上を図るととも

に継続的なPR及びイベント開催により道の駅いくさかの

郷農産物直売所における農産物販売額を向上させ、更な

る農業所得の安定、向上を図った。 

事 業 効 果  

※地域活性化のための目標・ねらいに対してどのような効果があったか、項

目毎に記載すること。 

①集落営農組織や地元住民団体に対して募集をかけたと

ころ２組織から応募があり、ビニールハウスの設置及び

貸し付けを行なった。 

②土壌診断は毎月実施し、都度、報告会を開催した。各圃

場の土壌の分析結果を参画団体等で共有することによ

り、課題も含めて農業者の糧とした。また、県農業農村支

援センターの協力を得て、対象圃場に適した農産物の検

討、試験栽培、研究を行ない、効率的な農業の推進を図っ

た。 

③道の駅いくさかの郷において住民主体のイベントを毎

月開催することで来場者の増加及び農産物の販売促進に

繋がるとともに住民の意識の向上に繋がった。 

④テレビ等メディアを活用した PR により農産物の販売

促進が図られ、更なる農業所得の安定、向上に繋がった。 

 

今後の取り組み 
 

※今後、事業効果をどうつなげていくか記載すること。 

「生坂村まち・ひと・しごと総合戦略」及び「生坂村第６次総合計画」に沿い、全ての季節にお

いて地元農産物を道の駅いくさかの郷農産物直売所で販売するため、参画団体及び生坂村農林水産

物生産者組合を中心に出荷者の増加と生産量の拡大、農業所得の向上を図り、農業振興と産業振興

の活性化を推進する。 

※ 自己評価欄は、地域活性化に及ぼす事業効果について、以下から選択のこと。 
「Ａ」：予定を上回る効果が得られた 「Ｂ」：予定していた効果が得られた 
「Ｃ」：一定の事業効果はあったが事業実施方法や今後の活用等について、工夫や改善を要する点がある 

 

事業名 生き活きいくさか農業所得向上応援プログラム事業 

事業主体 

（連絡先） 

生坂村 

東筑摩郡生坂村５４９３番地２ 

事業区分 （６）イ 農業の振興と農山村づくり 

事業タイプ ソフト・ハード 

総事業費 ４，５５０，０１１円（うち支援金：３，５３１，０００円） 

 

①通年農産物栽培及び出荷が可能な

資機材及び体制の整備 

②土壌に関する基礎知識の向上及び

各地区にあった農産物の研究 

③住民の意識向上 

④更なる農業所得の安定、向上 

※自己評価【A】 

【理由】 

通年農産物栽培及び出荷が可能な資

機材及び体制の整備を行なうととも

に住民主体のイベント開催、テレビ

等メディアを活用した PR を行なう

ことにより話題性に繋がり、目標を

大きく上回る農産物直売所の売上を

達成できたため。 

【栽培講習会の様子】 

 【目標・ねらい】 


